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江
え ど

戸時
じ

代
だい

の旅
たび

板
いたばし

橋宿
しゅく

のうつりかわり

板
いたばし

橋宿
しゅく

の「おでかけスポット」

加
か が

賀藩
はん

前
まえ

田
だ

家
け

江
え ど

戸下
しも

屋
や

敷
しき

板
いたばし

橋宿
しゅく

　いた・来た！

中
なかせんどう

山道板
いたばし

橋宿
しゅく

の風
ふうけい

景

3
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5
ページ

7
ページ
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ページ
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ページ

15
ページ

む
か
し

む
か
し

もくじもくじ

中
なかせんどう

山道、板
いたばし

橋宿
しゅく

ときいたことはありますか？
これは、今から400年ほど前の江戸時代に

つくられた大きな道と駅
えき

のことです。
大きな道を街

かいどう

道（○○道
どう

）、駅
えき

を宿
しゅく

や宿
しゅくば

場（○○宿
しゅく

）といいました。

中
なかせんどう

山道は、東－江
え ど

戸(今の東京)と西－京
きょうと

都をつなぐ大きな道のひとつで、
板
いたばし

橋宿
しゅく

は江
え ど

戸から数えて１つめの宿
しゅくば

場でした。

むかしの中
なかせんどう

山道板
いたばし

橋宿
しゅく

は、どんなところだったのでしょうか？
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−街
かいどう

道・宿
しゅく

とは？−江
え ど

戸時
じ

代
だ い

の旅
た び

江
え ど

戸と京都や大きな町
まち

をつなぎ、
人・モノを便

べん

利
り

・安
あん

全
ぜん

に運ぶ！

●交
こうつう

通
・大

だいみょう

名が江
え ど

戸に
 出

しゅっちょう

張する（参
さんきん

勤交
こうたい

代）
・人が行ったり来たりする
・手紙、荷

に

物
もつ

を早く届
とど

ける

●危
き

険
けん

、敵
てき

を見
み は

張る

●旅人が泊まる・ 
休む・食べる

●荷
に

物
もつ

を運ぶための
人・馬を借

か
りる

街
かいどう

道・宿
しゅく

は、江
え ど

戸時
じ

代
だい

がはじまるころに、徳
とくがわ

川家
いえやす

康という人がつくりました。
家
いえやす

康は戦
せんごく

国時
じ

代
だい

を終
お

わらせ、江
え ど

戸に国をまとめる役所「江
え ど

戸幕
ばく

府
ふ

」をつくった
武

ぶ

将
しょう

です。

京都
江戸中

なかせんどう
山道

日
にっこうどうちゅう

光 道 中

甲
こうしゅうどうちゅう

州 道 中東
とうかいどう

海道

奥
おうしゅうどうちゅう

州 道 中

京都：天
てんのう

皇がいるところ

江え

ど戸
か
ら
１
つ
目
の
宿

し
ゅ
く

江え
ど戸

四し

宿し
ゅ
く

板
いたばししゅく

橋宿

品
しながわじゅく

川宿

内
ないとうしんじゅく

藤新宿
江
え ど

戸日
に ほ ん

本橋
ばし江

え ど
戸

千
せんじゅしゅく

住宿

中 山 道
東 海 道
甲 州 道 中
日光 道 中
奥 州 道中

69
53
44
21
10

宿し
ゅ
くの
数

五
ご か い ど う

街道

江
え ど

戸＝国をまとめる中心地
●江

え ど

戸城
じょう

●江
え ど

戸幕
ばく

府
ふ

●大
だいみょう

名が江
え ど

戸でくらすやしき

宿
しゅく

関
せきしょ

所

街
かい

道
どう
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−旅のすがた・もちもの− 200年前の

板
いたばし

橋宿
しゅく

のようす

エプロンのように使う前
まえ

掛
か

け

庶民と馬

参勤交代の大名

木曾街道板橋之驛　渓斎英泉画　天保 6 年（1835）（板橋区立郷土資料館 所蔵）

書く・計算する道具 持ち運び用のお酒入れ

方
ほう

位
い

じしゃく
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板
い た ば し

橋宿
しゅく

のうつりかわり

これは、徳
とくがわ

川家
け

の将
しょうぐん

軍が行った場
ば

所
しょ

、そこでのできごとをかいた絵。
絵には、中

なか

山
せん

道
どう

板
いたばし

橋宿
しゅく

もかかれています。

はじまり、400 年前のようす

江戸図屏風（板橋部分）（国立民俗歴史資料館所蔵）

木
が
た
く
さ
ん
！

400 年前の板橋宿のまわりは…

徳
とくがわ

川家
け

の将
しょうぐん

軍が、江
え ど

戸から来て

◎狩
か

りをする　＝　刀や弓矢をつかい戦
たたか

いの訓練をする場
ば し ょ

所
＋ 狩

か

りの前やあとに、近くの宿
しゅく

やお寺で休けいもしました

●たくさんのシカ　　●徳
とくがわ

川将
しょうぐんけ

軍家の林が広がる

人や馬が行き来しています！ 板橋と書いてあります！シカがたくさん！

400年前

なにがいるかな？
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江
え ど

戸の近くの有
ゆうめい

名な観
かんこう

光地
ち

のガイドブック『江
え ど

戸名
めいしょ

所図
ず え

会』に、
板
いたばし

橋宿
しゅく

もしょうかいされています。

にぎやかな板
いたばし

橋宿
しゅく

板
橋
宿
の
お
で
か
け
ス
ポ
ッ
ト
を
め
ぐ
っ
て
み
よ
う
！

『
江
戸
名
所
図
会
』
天
保
七
年（
一
八
三
六
）（
板
橋
区
立
郷
土
資
料
館 

所
蔵
）

200年前
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●

あいぜんさま
4 4 4 4 4 4

は

日
にちよう

曜寺
じ

徳 川 家 の 親 せ
き田 安 家 ゆ か
りのお寺。
本尊の愛

あいぜん

染 明
みょう

王
おう

が い る 世 界
を か い た 絵 は
田 安 家 か ら の
おくり物。▶

今から150年以上前に書かれた江
え ど

戸時
じ

代
だい

のガイドブックに

藤
とうきち

吉いなり、愛
あい

ぜん明
みょうおう

王と昔の字で書いてあります。
智
ち

清
せい

寺
じ
と日

にち
曜
よう

寺
じ
のことです！

悪
わる

い縁を切る縁
え ん き り

切榎
えのき

智
ち

清
せい

寺
じ

◀豊
とよとみ

臣 秀
ひでよし

吉（ 木
きのした

下
藤
とう

吉
きち

郎
ろう

） ゆ か り
の も の と 伝 わ る
木
き の し た し ゅ っ せ い な り

下出世稲荷 ●※ を
まつるお寺。
キツネに女神が乗っ
た姿です。江戸時代、
この稲荷のお守り札
も配っていました。

こんなところに橋が！
昔の川のあと

お守り札が
あった！

（
上

：

総
本
山
根
来
寺
所
蔵
）

大
き
さ
は
な
ん
と
た
て
３
ｍ
×
よ
こ
２
ｍ
！

『
五ご

海か
い

道ど
う

中ち
ゅ
う

細さ
い
け
ん見

記き

』（
板
橋
区
立
郷
土
資
料
館 

所
蔵
）

板
橋
宿
おでかけおでかけ
スポットスポット

の

豊臣秀吉ゆかりの
お稲荷さん

中山道

あと
68宿
先

京
都

ふだんは公開していません。●※

上  宿

愛染曼荼羅（日曜寺田安家奉納仏画）●※
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遍
へんじょうじ

照寺馬とゆかりのある文
もんじゅいん

殊院中
なか

宿
じゅく

の名
な

主
ぬし

のお寺

氷
ひかわちょうひかわじんじゃ

川町氷川神社
ミニチュア富

ふ

士
じ

山
さん

がある　

●中
なか

宿
じゅく

の名
な

主
ぬし

（飯
いい

田
だ

家
け

）ゆかりのお
寺。もとはお地

じ

蔵
ぞう

様
さま

のお堂でした。
江
え ど

戸時
じ

代
だい

、加
か が

賀藩
はん

下
しも

屋
や

敷
しき

で働いて
いた「飯

いい

田
だ

静
しず

の碑
ひ

」もあります。

●えんま様や足
あしこし

腰の守り神「子
ね

のご
んげん」、板

いたばし

橋七
しち

福
ふく

神
じん

の毘
び し ゃ も ん て ん

沙門天
もいます。

江
え ど

戸時
じ

代
だい

、富
ふ

士
じ

山
さん

にいのる文化が広
まりました。だれでも富

ふ じ

士山
さん

にの
ぼった気持ちになれるよう、人

じんこう

工の
富
ふ じ

士山
さん

があちこちで造
つく

られました。

●江
え ど

戸時
じ

代
だい

には、荷
に

物
もつ

を運ぶ馬を
集める場所がありました。境

けいだい

内
には、馬の守り神や供

く

養
よう

の石
せき

碑
ひ

「馬
ば

頭
とう

観
かん

音
のん

」があります。

●絵
え ま

馬は昔
むかし

の記
き

念
ねん

写
しゃしん

真。絵
え ま

馬から
当時の服

ふく

などがわかります。

遍照寺「遍照寺参詣図」絵馬（複製）

乗
じょうれんじ

蓮寺将
しょうぐん

軍もおとずれた

板
いたばし

橋宿
しゅく

から今は赤
あかつか

塚の地に

今は赤塚にある乗
じょうれんじ

蓮寺ですが、江戸
時代には板

いたばし

橋宿
しゅく

にありました。

中  宿
（仲宿）

富
士
山
に
の
ぼ
る
人
た
ち
の
旗

『江戸名所図会』「乗蓮寺」
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観
かんみょうじ

明寺

平
ひら

尾
お

宿
しゅく

、豊
とよ

田
だ

家
け

が
大切にしたお寺

東と
う
こ
う光

寺じ

大
き
な
お
地じ

蔵ぞ
う

さ
ま
が
い
る

500 年以上前にできたお寺。加
か が

賀
藩
はん

下
しも

屋
や

敷
しき

ができたとき、今の場所
に移りました。
お寺にある約

やく

400 年前の庚
こうしんとう

申塔、
約 300 年前のお地

じ

蔵
ぞう

様
さま

は、お寺
の人、平

ひら

尾
お

宿
しゅく

、加
か が

賀藩
はん

下
しも

屋
や

敷
しき

の
人たちが建

た

てたものです。

● 約
やく

400 年 前 の
石
いしとう

塔「 庚
こうしんとう

申 塔 」。
平
ひら

尾
お

宿
しゅく

の人々が
長生きをいのっ
て建

た

てた記
き

念
ねん

碑
ひ

です。

●仏
ぶつ

画
が

は名
な

主
ぬし

（豊
とよ

田
だ

家
け

）がおくった
もの。

●「不
ふ

動
どう

三
さんぞんぞう

尊像」は不
ふ

動
どう

通
どお

りの由
ゆ

来
らい

の仏
ほとけ

様
さま

。

高
さ
約
２
ｍ
！
建
て
た
人
々
の
名
前
が
あ
る

仏
涅
槃
図
（
観
明
寺
豊
田
家
奉
納
仏
画
）

釈
迦
十
六
善
神
図
（
観
明
寺
豊
田
家
奉
納
仏
画
）

中山道

江戸

あと
ちょっと！

ふだんは公開していません。●※

●※ ●※

平尾宿

平
尾
宿
の
人
が
お
寺
に
お
く
っ
た
仏
様
の
絵
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板
いたばし

橋宿
しゅく

をとおった姫の家
け

来
らい

が食べたごはん（イメージ）

和宮様御下向御触書留
（飯田侃家文書）

『諸国道中商人鑑』
（県立長野図書館 所蔵）

こたえ：❶うどん　❷そば

なんて
読む？

こ
れ
は
な
ん
だ
ろ
う
？

今でも食べる
メニューです
（答は下）

ヒント

● す ぐ に 食 べ ら れ る 料 理

● お や す み 処 あ り ま す

あ
い
ぜ
ん
明
王
と
書
い
て
あ
り
ま
す

出前もできます！

名産品は夏にとれる大根、にんじん

板橋宿で
ひとやすみ

おやす
み処

おやす
み処グルメグルメ

どころ

板
橋
宿
の

❶❷

天
ぷ
ら
（

天
ぷ
ら
（車車く

る
ま
え
び

く
る
ま
え
び

海
老
海
老
・太
ぜ
ん
ま
い
）

・太
ぜ
ん
ま
い
）

さわらのさわらの

付やき付やき

ひらめ・しらがひらめ・しらが

大根・いわたけ大根・いわたけ

のなますのなます

ごはんごはん

おみそおみそ汁汁
しるしる

たくあん・たくあん・奈奈
な らな ら

良良漬漬
づけづけ

瓜瓜
うりうり
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下 屋 敷 御 林 大 綱 之 絵 図 （ 部 分 ） 文 政 七 年 （ 一 八 二 四 ） （ 金 沢 市 立 玉 川 図 書 館 近 世 史 料 館 ）

あ

い

今
の
石
川
県
金
沢
市

下
屋
敷

コ
コ
！

前
田
家
の
国

中
屋
敷

上
屋
敷

上
屋
敷

中
屋
敷

下
屋
敷

大
名
が
江
戸
に
い
る
と
き
に
暮
ら
す

大
名
の
子
ど
も
や
引
退
し
た
大
名
が
い
る

・
参
勤
交
代
の
と
き
に
着
替
え
る
場
所

・
物
資
を
保
管
す
る
場
所
　
・
別
荘
地

金
沢

板
橋
宿

駒
込

本
郷

中
山
道

江
戸
日
本
橋
▶

う

大
だ い み ょ う

名 の 別
べ っ そ う ち

荘 地

加
か が

賀 藩
は ん

前
ま え

田
だ

家
け

江
え ど

戸 下
し も

屋
や

敷
し き

東
京
ド
ー
ム

約
15
コ
分
！

江
戸
時
代
の

大
名
や
し
き
の

広
さ
第
１

本
を
横
に
し
て
見
て
ね
！

全 体 図
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下し
も

屋や

敷し
き

の
館や

か
た と

畑
絵
の
下
の
方
に
見
え
る

建た
て
も
の 物
は
、
下し
も

屋や

敷し
き

で
過

ご
す
時
に
使
っ
た
館や
か
た 。

畑
で
は
、
加か

が 賀
藩は
ん

の
地

元
の
野
菜
を
育
て
て
い

ま
し
た
。

あ

池
と

築つ
き

や
ま 山
と

稲い
な

り
し

ゃ

荷
社

緑
色
の
山
が
築つ
き
や
ま 山
。
築
山
は
人
工

の
山
。
加か

賀が

公こ
う
え
ん 園
に
今
も
残
っ
て

い
ま
す
。
赤
い
鳥と
り

居い

は
稲い
な
り
し
ゃ

荷
社
。

今
は
観か
ん
み
ょ
う
じ

明
寺
に
移う
つ

さ
れ
て
い
ま
す
。

い
加 賀 藩 前 田 家 の 大 名 は 、 下 屋 敷 の 池 で 舟 に 乗 っ て お 庭 を

め ぐ っ て い ま し た 。

拡 大 図
こ
こ
で
大
砲
を
造
り
は
じ
め
ま
す
。

江
戸
か
ら
近
く
て
広
い
場
所
で
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
つ
く
る
水
車
が
使
え
た
か
ら
で
す
。

こ
こ
に

水
車

石し
ゃ

く
じ

い
が

わ

神
井

川
と

水す
い

し
ゃ 車

下し
も

屋や

敷し
き

の
中
に
は
石し
ゃ
く
じ
い
が
わ

神
井
川
が

流
れ
、
水
車
も
あ
り
ま
し
た
。
江

戸
時
代
、
水
車
は
モ
ノ
を
動
か

す
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
と
し
て
も
重

要
で
し
た
。

う

大た
い

ほ
う 砲
づ

く
り

の
よ

う
す

（
江

戸
時

代
の

お
わ

り
）
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板い
た
ば
し橋

宿し
ゅ
く

を

支
え
た
人
た
ち

ら
く
だ
が

来
た
！

たくさんの人・ものが行ったり来たり、運ばれ
たり届いたり…。にぎやかな板橋宿を支えてい
た人を紹介します。

江
え ど

戸時
じ

代
だい

、外国の動
どうぶつ

物や道具などが「外国のめずらしいもの」として日本にもち
こまれました。これらは、江

え ど

戸幕
ばく

府
ふ

へのプレゼントや、めずらしいものを見せる
「見

み せ も の

世物」として人々に人気でした。
らくだも「外国のめずらしい動物」として各地をまわっていました。江

え ど

戸に来る
前に、板

いたばし

橋宿
しゅく

の豊田家に立ち寄りました。

錦
絵　

駱
駝
図
（
板
橋
区
立
郷
土
資
料
館 

所
蔵
）

背中のコブ、長いまつげ、

長い首、おっとりした顔、

長い足…

みんな、どんなふうに

見ていたのだろう？

約 200 年前、板
いたばし

橋宿
しゅく

に「らくだ」がやってきま
した。らくだは砂漠が広がっている外国の動

どうぶつ

物
です。なぜ来たのでしょう…？

板
橋
宿

板
橋
宿

い
た
い
た
・・
来
た
！

来
た
！

中
なか

宿
じゅく

の名
な

主
ぬし

　飯
いい

田
だ

家
け

平
ひら

尾
お

宿
しゅく

の名
な

主
ぬし

　豊
とよ

田
だ

家
け

中な
か

宿
じ
ゅ
く

の
こ
と
な
ら

な
ん
な
り
と

いた !いた !

来た！来た！

煎せ
ん
ち
ゃ茶

で
お
茶ち

ゃ
か
い会

名な

主ぬ
し

の
仕
事
を

し
な
が
ら
…
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代
だいだい

々、徳
とくがわ

川将
しょうぐんけ

軍家のあとつぎは、天
てんのう

皇の家
族など高

こう

貴
き

な家の姫
ひめ

と結
けっこん

婚をして、将
しょうぐんけ

軍家
＝武

ぶ し

士のトップとしての身
み

分
ぶん

の高さを保
たも

っ
ていました。
中
なかせんどう

山道は、その結
けっこん

婚相
あい

手
て

となる姫
ひめ

が、京都
から江

え ど

戸にくるときにつかった道です。

たくさんの家
け

来
らい

たちが和
かずのみや

宮を守りながら、
江

え ど

戸まで歩いて行きました。
その人数は…京都から１万人、江戸から
１万 5000 人、途中からの手伝い 4000 人
…計 3 万人と言われています！

和
かずのみや

宮、徳
とくがわ

川家
け

への嫁
よめ

入
い

りの旅
たび

姫ひ
め

が
来
た
！

どんな人？ 和
かずのみや

宮（1846 ～ 1877 年 ） は 天
てんのう

皇 家
け

の 姫
ひめ

。
京都生まれ。14 代将軍徳

とくがわ

川家
いえもち

茂と結
けっこん

婚。

行列が宿場に泊まって全員出発するまでに 3日かかったよ！

来た！来た！

「万延千登世の鏡」万延 2 年（1861）（飯田侃家資料）
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加賀藩前田家の下屋敷

観明寺

平尾宿の名主

豊田家
中宿の名主

飯田家

遍照寺

文殊院

縁切榎

智清寺

日曜寺

木下出世稲荷 氷川町氷川神社
富士塚がある

乗蓮寺

高田馬場

たか

みち

だ
高

田

道

東光寺

東
光
寺
の

お
地
蔵
様

今は
東光寺に！

石

神

井

川

石 神 井 川

千
川

用
水

川
　
　
越
　
　
往
　
　
還

か
わ

ご
え

お
う

か
ん

川
越

江戸

せん

かわ

よう

すい

中
山
道

名産品は
大根と人参

京都

中
な か せ ん ど う

山道板
い た ば し

橋宿
しゅく

の風
ふ う け い

景
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加賀藩前田家の下屋敷

観明寺

平尾宿の名主

豊田家
中宿の名主

飯田家

遍照寺

文殊院

縁切榎

智清寺

日曜寺

木下出世稲荷 氷川町氷川神社
富士塚がある

乗蓮寺

高田馬場

たか

みち

だ
高

田

道

東光寺

東
光
寺
の

お
地
蔵
様

今は
東光寺に！

石

神

井

川

石 神 井 川

千
川

用
水

川
　
　
越
　
　
往
　
　
還

か
わ

ご
え

お
う

か
ん

川
越

江戸

せん

かわ

よう

すい

中
山
道

名産品は
大根と人参

京都
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千住宿

江戸日本橋

品川宿

江
戸
え
ど

板橋宿
いたばししゅく

え ど にほんばし
内藤新宿
ないとうしんじゅく

せんじゅしゅく

しながわしゅく

　

え

し
ど

ししゅゅくく

木
曾
街
道
板
橋
之
驛

　渓
斎
英
泉
画

（
板
橋
区
立
郷
土
資
料
館 

所
蔵
）

玉
川
堤
の
花

　歌
川
広
重
（
初
代
）
画（

新
宿
歴
史
博
物
館 

所
蔵
）

東
海
道
五
十
三
次
之
内 

品
川 

日
の
出

　歌
川
広
重（
初
代
）
画

（
板
橋
区
立
郷
土
資
料
館 

所
蔵
）

（
足
立
区
立
郷
土
博
物
館 

所
蔵
）

名
所
江
戸
百
景 

千
住
大
は
し

　歌
川
広
重（
初
代
）
画

東海
道名
所風
景　
東海
道　
日本
橋　
三代
歌川
豊国
画

（板
橋区
立郷
土資
料館
 所蔵

）



ス
タ
ン
プ
を

押お

し
た
日

月  

　
日

ス
タ

ン
プすぽ

っ
と

板
いたばしくりつきょうどしりょうかん

橋区立郷土資料館 ス
タ
ン
プ

ス
タ
ン
プ

押
し
て
み
よ
う
！

押
し
て
み
よ
う
！

をを
お

ス
タ
ン
プ
を

押お

し
た
日

月  

　
日

ス
タ

ン
プすぽ

っ
と

いたばし観
かんこう

光センター
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